
１日１回投票をお願いします

　動物と触れ合うことで命の大切さを学ぼうと、中央小の１
年生約120人が旭農業高校の「ふれあい動物体験」に参加。飼
育されている牛や豚、シバヤギなどと直接触れ合い、餌やり
などを体験しました。　　　　　　（６月23日／旭農業高校）

７月23日（日）は旭市長選挙の投票日･･･････２
後期高齢者医療制度の被保険者証と
国民健康保険の高齢受給者証･････････････３
障害基礎年金の現況届･･･････････････････４

トピックスふれあい動物体験

動物から学ぶ 命の大切さ
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このまちが
もっと好きになる



【別表】投票所一覧
投票区 投票所
1 旭中央病院東体育館
2 旭市商工会館　　　　　　※
3 旭市保健センター
4 旭市青年の家体育館
5 旭市立干潟小学校体育館
6 旭市立矢指小学校体育館
7 旭市立富浦小学校体育館
8 旭市立豊畑小学校体育館
9 旭市立共和小学校体育館
10 旭市立琴田小学校体育館
11 旭市立鶴巻小学校図工室　※
12 旭市立滝郷小学校体育館
13 海上公民館
14 旭市立飯岡小学校体育館
15 飯岡保健センター
16 旭市立三川小学校体育館
17 萬歳地区多目的研修センター
18 旭市干潟支所
19 コミュニティセンター

※�小学校体育館の改修工事に伴い、投票所の場
所を一部変更しましたので注意してください。

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
を

　
投
票
日
当
日
に
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

予
定
が
あ
る
人
、
会
社
の
出
張
や
自

営
業
な
ど
で
仕
事
が
あ
る
人
、
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
私
用
で
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

期
間
／
７
月
17
日（
月
・
祝
）〜
22
日

（土）時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所
／
●
市
役
所
本
庁（
期
日
前
投

票
・
不
在
者
投
票
）　
●
各
支
所（
期

日
前
投
票
）

投
票
所
の
入
場
券

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
７
月
中
旬

に
届
き
ま
す
。
１
枚
の
は
が
き
に
４

人
ま
で
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

自
分
の
入
場
券
を
切
り
離
し
て
、
記

載
さ
れ
た
投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
切
り
離
し
た
入
場
券
の
裏
面

は
、
期
日
前
投
票
な
ど
の
際
に
記
載

す
る
「
宣
誓
書
」
に
な
り
ま
す（
投

票
日
当
日
に
投
票
す
る
場
合
は
、
記

載
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
紛
失
し
た
場
合
や
届
か
な
か
っ
た

場
合
で
も
「
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
」
で
あ
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
の
際
に
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
で

　
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
、

写
真
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を

新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
ま
す
。
市

役
所
な
ど
の
市
の
施
設
に
も
備
え
置

き
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
が
届
か
な
い
家
庭
に
は
、

郵
便
で
届
け
ま
す
の
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
な
ど

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
、
一
定

の
障
害
を
有
す
る
人
）や
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
」
の
人
は
、
郵
便
で

不
在
者
投
票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
遠
隔
地
に
滞
在
中
の
人
な
ど

が
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用

し
た
い
人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課

庶
務
行
政
班
内
）☎

62
‐
５
３
１
０

告示・立候補受付
日時／７月16日（日） 午前８時30
分〜午後５時
場所／市役所本庁３階委員会室

投　票
日時／７月23日（日） 午前７時〜
午後８時
場所／市内の各投票所
※別表の投票所一覧のとおり。

開　票
日時／７月23日（日） 午後９時〜
場所／旭市総合体育館

も
っ
た
い
な
い
　
捨
て
る
な
一
票
　
未
来
の
た
め
に

あ
な
た
の
政
治
に
対
す
る
考
え
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

政
治
が
正
し
く
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
、

投
票
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
意
思
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

棄
権
せ
ず
自
分
の
判
断
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

選挙の日程

旭
市
長
選
挙
の
投
票
日

７月23日（日）
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新
し
い
も
の
は
８
月
１
日
（火）

か
ら
使
用
で
き
ま
す

　
届
い
た
被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給

者
証
は
、
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証

と
、
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日

（月）
ま
で
で
す
。

送
付
時
期
／
●
被
保
険
者
証
：
７
月

中
旬　
●
高
齢
受
給
者
証
：
７
月
下

旬限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の

申
請
も
忘
れ
ず
に

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
と
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
に

な
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
や
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

ま
で
で
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
認
定
証

は
、
次
の
方
法
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〈
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
〉

　
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、

保
険
年
金
課
か
各
支
所
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
認
定

は
で
き
ま
せ
ん
。　

〈
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
人
〉

　
現
在
認
定
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る

人
で
、
８
月
１
日
以
降
も
対
象
と
な

る
人
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
被
保

険
者
証
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課

　
国
民
健
康
保
険
班

☎
62
‐
５
３
３
１

　
高
齢
者
医
療
年
金
班

☎
62
‐
５
８
８
２

対　象 所得区分 交付申請できる認定証

国
民
健
康
保
険

70歳未満

住民税課
税世帯 限度額適用認定証

住民税非
課税世帯

限度額適用・標準負担額減額
認定証または標準負担額減額
認定証

70歳以上75歳未満

住民税課
税世帯

高齢受給者証を提示すること
で、自己負担限度額までの請
求となります。

住民税非
課税世帯

限度額適用・標準負担額減額
認定証または標準負担額減額
認定証

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

●75歳以上
●�65歳以上75歳未
満で一定の障害が
あり認定された人

住民税課
税世帯

被保険者証を提示すること
で、自己負担限度額までの請
求となります。

住民税非
課税世帯

限度額適用・標準負担額減額
認定証

※�国保加入者の「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の交付には、国民健康保険税を完納していることが条件になります。

限度額適用認定証・標準負担額減額認定証の対象

75
歳
以
上（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）の
人
の

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
の
高
齢
受
給
者
証（
国
保
）が
届
き
ま
す
。

市
で
は
農
業
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
平
成
29
〜
31
年
度
に

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請
な
ど
の
受
け
付
け
は
、

平
成
30
年
３
月
30
日

（金）
ま
で
で
、
そ
の
後
一
時
中
断
し
ま
す
。

受
け
付
け
は
あ
と
２
回

　
通
常
、
除
外
申
請
な
ど
の
受
け
付

け
は
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
全

体
見
直
し
に
伴
い
、
本
年
度
で
一
時

中
断
し
ま
す
。
締
め
切
り
は
次
の
と

お
り
で
す
。

第
１
回
締
め
切
り
／
９
月
29
日

（金）

第
２
回
締
め
切
り
／
平
成
30
年
３
月

30
日

（金）

受
付
場
所
／
農
水
産
課

※
編
入
、
用
途
変
更
も
同
様
で
す
。

申
請
の
受
け
付
け
再
開

　
全
体
見
直
し
後
の
除
外
申
請
な
ど

の
手
続
き
は
、
平
成
31
年
９
月
２
日

（月）
か
ら
受
け
付
け
、
９
月
30
日

（月）
の

締
め
切
り
を
め
ど
に
再
開
す
る
予
定

で
す
。

　
全
体
見
直
し
の
状
況
に
よ
っ
て
、

再
開
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

農
用
地
区
域
の
除
外
申
請
と
は

　
旭
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
で

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
の
た
め

に
利
用
し
て
い
く
べ
き
土
地
を
、
農

用
地
区
域
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

通
常
こ
の
区
域
で
は
、
宅
地
の
造
成
、

建
物
の
設
置
な
ど
、
農
業
以
外
の
目

的
の
開
発
行
為
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
っ
て
開
発
行
為
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
は
、
事
前
に
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
機
具
倉
庫
や
畜
舎
な
ど
、
農
業

上
必
要
な
施
設
で
あ
っ
て
も
、
用
途

変
更
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
先

農
水
産
課
農
業
基
盤
整
備
班

☎
68
‐
１
１
７
３

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
と

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
証

旭
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

全
体
見
直
し
を
実
施

除
外
申
請
な
ど
は
平
成
30
年
３
月
30
日

（金）
ま
で
に

届
き
ま
す
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個
別
健
診

実
施
期
限
／
９
月
30
日

（土）

実
施
場
所
／
旭
・
匝
瑳
市
内
に
あ
る

指
定
の
医
療
機
関　

※
医
療
機
関
名
は
、
受
診
票
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

集
団
健
診

実
施
期
間
／
●
飯
岡
保
健
セ
ン
タ
ー：

７
月
19
日

（水）
〜
22
日

（土）　
●
旭
市
保

健
セ
ン
タ
ー
：
７
月
24
日

（月）
〜
31
日

（月）
、
９
月
22
日

（金）
〜
30
日

（土）

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
11
時

15
分

〈
共
通
事
項
〉

●
費
用
は
無
料
で
す
。

●
対
象
者
に
は
受
診
票
を
送
付
し
ま

し
た
。

●
昨
年
度
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た

人
、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

●
受
診
に
は
、
受
診
票
と
被
保
険
者

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
人
間
ド
ッ
ク
、
Ｊ
Ａ
健
診
を
受
け

る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
、

他
県
の
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
加
入
者
な
ど
で
、
旭
市
に

住
ん
で
い
る
人
が
受
診
を
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
班

☎
62
‐
５
４
０
１

届
け
出
が
必
要
な
人

対
象
／
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

●
20
歳
前
に
初
診
の
あ
る
疾
病
に
よ

り
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
。

●
障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
、
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
。

提
出
期
限
／
７
月
31
日

（月）

提
出
場
所
／
保
険
年
金
課

※
現
況
届
は
郵
便
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
を

　
対
象
者
に
は
、
日
本
年
金
機
構
が

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て

現
況
届
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
人
に
は
、
診
断
書
付
き
の

現
況
届
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
７
月

中
に
医
師
の
診
断
を
受
け
、
現
況
届

と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
い
と
、
年

金
の
支
給
が
遅
れ
た
り
、
止
ま
っ
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
年
金
を
受
け
取
る
よ
う
に
な
っ
て

１
年
未
満
の
人
と
、
ほ
か
の
公
的
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
で
、
引
き
続
き

障
害
基
礎
年
金
の
支
払
い
が
全
額
停

止
と
な
る
人
は
、
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
２
８
９
‐
２
５
９
５

旭
市
ニ
の
１
９
２
０

保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

　
☎
62
‐
５
３
３
２

35
〜
74
歳
の
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１年に１度
健診を受けましょう。
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　冊子は市内の小中学校に配布しているほか、各公民館
などの公共施設で閲覧することができます。市ホーム
ページからも見ることができます。くわしい内容は生涯
学習課文化振興班（☎55-5728）まで問い合わせてくださ
い。

冊子「あさひ 輝いた人々」を刊行しました
　平成17年７月１日に旧旭市、海上町、飯岡町、干潟
町が合併して誕生した旭市は、はるか昔からそれぞれの
市町の伝統・文化を守りながら、地域の特色を活かした
産業を育み、発展してきました。
　このことは、郷土を愛した先業・先人たちの知恵とた
ゆまぬ努力により、成し得たものであるということを後
世に引き継ぐため、数々の偉業を残された人たちを「あ
さひ 輝いた人々」として刊行しました。
51人の先人たち
　活躍した時期は江戸時代から現代まで、活躍した舞台
は市内、県内、国内、世界と異なるものの、ふるさとで
ある｢旭｣に原点を置き、力の限り頑張ってきた人たち
51人を選びました。
編集にあたっての工夫
　登場する先人たちを年代順に掲載することで、読み進
めていくと時代の変化や背景が分かってきます。
　短い時間でも先人の功績のあらましをつかみやすくす
るため、原則１人を１ページにまとめました。
将来へのモチベーションの高揚
　郷土愛を育み、夢や希望を持って生き抜く力を養うた
め、次代を担う子どもたちが地域の自然、歴史、文化、
伝統を誇りとし、心豊かにたくましく成長してくれるこ
とを願っています。

海上胤
たね

平
ひら

木曽義昌

濤
なみ

川
かわ

惣助

大原幽学

　私たちの学校は、今年で創立141年になります。そし
て、富浦小のシンボルである大イチョウの木は、今年
123歳になるといわれています。大イチョウの木は、第
２次世界大戦の前から植えられており、風の強い日も大
雨の日も、しっかりと根を張り、ずっと私たちのことを
見守ってくれています。涼しい木陰を作ってくれ、運動
会の練習で暑い日などは、大イチョウの木の下に座り、
みんなでお話ししたり、休憩をしたりしています。
　また私たちの学校には、季節ごとの「集い」があります。

「春の集い」では１年生を迎える会。「夏の集い」では大イ
チョウの歴史や富浦小クイズをし、「秋の集い」では学年

ごとに歌の発表＆音楽部の演奏。「冬の集い」では縄跳び
の持久跳びチャレンジや自分の得意な技の発表、１年生
から６年生の混合班による長縄チャレンジなど、季節ご
との楽しみがあります。全校で楽しむ集いがたくさんあ
るので、他学年の子たちとも接する機会が増え、富浦小
では１年生から６年生までみんなとても仲良しです。休
み時間にもみんなで鬼ごっこなどをして遊んでいます。
一緒に遊んでいるうちに１年生も名前を覚えてくれ、廊
下ですれ違うといつも声を掛けてくれるので、すっごく
うれしいです！ これからも学年を超えて絆を深め、み
んなで仲良く過ごしていきたいです。

旭市教育委員会
庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）

生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

みんなの学校自慢

学びのひろば旭
vol.46

大イチョウの前での「春の集い」

12第 回

富浦小６年
飯田 莉奈さん

集いでつながる富浦っ子
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I n f o r m a t i o n

ほっと通信 76

事故防止に協力を
ごみの正しい分別をしよう

　可燃ごみに鉄くずやガスボンベ、ス
プレー缶などが混入すると、事故や火
災の原因になり大変危険です。正しい
ごみの分別に協力してください。

クリーンセンター（☎62-0955）

一人で悩まず無料相談を
「労災職業病なんでも相談会」
日時／７月29日（土）　午後１時〜４
時
場所／成田市中央公民館

千葉中央法律事務所（☎043-225-45
67）

介護保険料の休日納付窓口を
開設します

　平日に納付が困難な人のため、介護
保険料の休日納付窓口を開設します。
日時／７月23日（日）　午前８時30分
〜午後５時まで
場所／高齢者福祉課

高齢者福祉課介護保険班（☎62-53
08）

保険年金課や各支所で受け取れます
「ジェネリック医薬品希望カード」
　ジェネリック医薬品は、新薬よりも
安価でありながら同じ主成分で製造さ
れ、安全性や効き目がほぼ同等と認め
られている後発医薬品です。ジェネリ
ック医薬品を利用すると、医療費など
の節約につながります。医薬品の変更
を希望する場合は「ジェネリック医薬
品希望カード」を提示し、医師または
薬剤師に相談しましょう。ジェネリッ
ク医薬品がない治療薬もあります。

保険年金課国民健康保険班（☎62-5
331）

市税の休日・夜間納税窓口

〈日時〉
●休日納税窓口：７月23日（日）　午
前８時30分〜午後５時
●夜間納税窓口：７月25日（火）　午
後８時まで

〈場所〉
税務課

税務課収税班（☎62-5322）

第24回つばき杯ビギナーズテニス
大会「ＴＳＵＢＡＫＩ　ＣＵＰ」

日時／８月20日（日）　午前８時〜午
後５時　※小雨決行、荒天中止
場所／東総運動場
対象／●一般：県内在住・在勤の硬式
テニス初心者・初級者　※地域の大会
などでベスト８に満たないこと。
●学生：県内の学校に在学する人（現
役硬式テニス部員は高校１年生のみ）
※地区大会などで３回戦以下敗退であ
ること。
種目／ダブルス（男子、女子）
費用／１組2,000円（保険料含む）
申込開始日時／７月29日（土）　午後
１時〜
申し込み方法／東総運動場のホームペ
ージ（http://www.cue-net.or.jp/ko
uen/toso/index.html）からダウンロ
ードできる申込用紙に必要事項を記入
し、ファクスまたはメールで申し込ん
でください。 ※29日は午前９時から
窓口で先行受け付けを実施。

東総運動場（☎68-1061・FAX68
-1063・ tousou@cue-net.or.jp）

　あなたも「旭市消費生活サポーター」になって、地域の
消費生活の安全を見守り、悪質商法被害や振り込め詐欺
などの消費者被害のないまちづくりを目指しませんか。

サポーターの活動内容
◦地域の人や友人などの身近な人に、毎月送付される

リーフレットを配布したり、講座などで習得した知識
を伝達したりします。消費者被害に遭いそうな人や、
被害に遭ってしまった人に消費生活センターを紹介す
る「パイプ役」になります。

◦昨年度は旭市産業祭りに出展し、消費生活啓発活動を
行いました。そのほか研修会やサポーター交流会での
意見交換など、さまざまな機会に知識の習得をしてい
ます。

サポーターの声
◦消費者被害に遭いそうな人に、消費生活センターを紹

介し、トラブルを未然に防ぐことができた。
◦近所の人から悪質商法の相談があり、講座で学んだこ

とを助言したところ、被害に遭わずに済んだと感謝さ
れた。

◦さまざまな知識の習得により、アドバイスをするだけ
でなく、自身で消費者トラブルの対処ができるように
なった。

登録要件
　市内在住で20歳以上の人
登録方法
　市役所本庁か各支所にある登録申込用紙に、必要事項
を記入して持参するか、郵送、ファクス、メールで申し
込んでください。申込書は市ホームページからもダウン
ロードできます。

〒289-2504　旭市ニの5127　青年の家１階（旭
市商工観光課内） 旭市消費生活センター（☎63-7272）・
相談直通電話（☎62-8019）

知っていますか？  旭消費生活サポーター制度
消費生活センター
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…申し込み　問…問い合わせ

I n f o r m a t i o n

くらし ●イン フォメー ションの
募集・催し物・お知らせなど、暮らしに役立つ情報を届けます。

Recruitment募集〉
平和と国民の生活を守る
自衛官

航空学生
対象／18歳以上23歳未満の人　※高
等学校を卒業もしくは卒業見込みであ
ること。
試験日／９月18日（月・祝）
一般曹候補生
対象／18歳以上27歳未満の人
試験日／９月16日（土）、17日（日）、
18日（月・祝）の指定する日
自衛官候補生
対象／18歳以上27歳未満の人
試験日／受付時に案内あり　※平成
30年３月に高等学校卒業予定者は、
９月16日以降に行います。

〈共通事項〉
申込期間／９月８日（金）　※自衛官候
補生は随時受け付け。
申し込み方法／自衛隊成田地域事務所
にある願書で申し込んでください。

自衛隊成田地域事務所（☎0476-
22-6275）

介護認定を調査する
外勤調査員

業務内容／月10件程度の介護認定調
査　
賃金／１件当たり4,000円
資格／普通自動車免許
提出書類／履歴書（写真添付）、介護認
定調査員研修修了書の写し
申込期限／８月31日（木）
申し込み方法／提出書類を高齢者福祉
課に直接持参してください。
選考方法／面接

高齢者福祉課介護保険班（☎62-
5398）

市立保育所で働く
保育補助員の登録を随時募集

業務内容／市立保育所の保育補助や掃
除、洗濯、事務など
賃金／時給970円　※通勤手当支給
提出書類／履歴書（写真添付）

子育て支援課保育班（☎62-5313）

認知症の人の応援者になりませんか
「認知症サポーター養成講座」
日時／８月23日（水）　午前10時〜11
時
場所／第二市民会館
対象／小学校４〜６年生、中学生
定員／15人程度
費用／無料
申込期限／８月10日（木）

旭市地域包括支援センター（☎62-
5433・高齢者福祉課高齢者班内）

Events催し物〉
千葉県男女共同参画センターフェス
ティバル2017＆ネットワーク会議

日時／８月６日（日）　午前10時〜午
後４時30分
場所／千葉県青少年女性会館（千葉市）
定員／300人（先着順）
内容／講演「天気の達人！天達流知っ
て得する！天気のお話」（講師：天達武
史さん…気象予報士）、ワークショップ、
ネットワーク会議、展示、直売など
申し込み方法／郵便番号、住所、氏名、
性別、電話番号を書いてファクスまた
はメールか、電話でも申し込みできま
す。 ※託児所の利用を希望する人は
７月28日（金）までに申し込み。

千葉県男女共同参画センター（☎0
43-252-8036・FAX043-252-8037・

kenkyouse@mz.pref.chiba.lg.jp）

秋の祭典
「旭市産業まつり」
日時／11月12日（日）　午前10時〜午
後２時　※小雨決行
場所／海上コミュニティ運動公園

農水産課振興班（☎68-1175）

Informationお知らせ〉
７月18日（火）から発売

「サマージャンボ宝くじ」
　この宝くじの収益金は、市町村の明
るく住みよいまちづくりに使われます。
販売期限／８月10日（木）

ご存じですか？
中小企業の退職金制度

　中小企業退職金共済（中退共）制度
は、中小企業の事業主が従業員の退職
金を計画的に準備できる国の退職金制
度です。国による掛け金の一部助成が
あり、パートタイマーや家族従業員も
加入できるなど、中小企業の振興と従
業員の福祉の増進を図ることができま
す。くわしくは、中退共のホームペー
ジで見ることができます。

独立行政法人勤労者退職金共済機構
中小企業退職金共済事業本部（☎03-
6907-1234）

働くことに悩みを抱えている若者へ
無料相談会を開催

日時／７月28日（金）　午前10時〜午
後５時　※要事前予約
場所／第二市民会館
対象／15歳以上40歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその保護者

ちば北総地域若者サポートステー
シ ョ ン（☎0476-24-7880）　 ※ 土・
日曜日、祝日を除く。

借金で悩んでいませんか？
千葉財務事務所の無料相談窓口

　相談内容によって問題解決のための
助言と、必要な場合は法律専門家の紹
介をします。
日時／月〜金曜日　午前８時30分〜
正午、午後１時〜４時30分　※祝日
を除く。
相談窓口／多重債務相談（☎043-251-
7830）

関東財務局千葉財務事務所理財課
（☎043-251-7830）

認定こども園いいおか幼稚園
「１日体験入園」
日時／７月29日（土）　午前８時50分
〜11時30分
場所／いいおか幼稚園
対象／未就園児とその保護者　※保育
所に通所している子どもも可。
費用／無料
持ち物／上履き、飲み物、着替え

いいおか幼稚園（☎57-3332）
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【７月１日現在】		  前月比　
　人　口	 66,756人　	 （▲39人）
　　男	 32,871人　	 （0人）
　　女	 33,885人　	 （▲39人）
　世帯数	 25,883世帯	（＋18世帯）

人のうごき
【６月の移動】
　転入 194人　 出生 36人
　転出 203人　 死亡 66人

火災
【６月】　　　   平成29年の累計
　建物火災	 3件	（5件）
　そのほかの火災	0件	（11件）

交通事故
【６月】　　  平成29年の累計
　事故件数	140件	（951件）
　死亡者数	 0人	 （3人）

平成29年７月15日発行［毎月２回 １日・15日発行］　編集：旭市役所秘書広報課
〒289-2595 千葉県旭市ニの1920番地　☎0479-62-1212（代表）

旭市ホームページ　http://www.city.asahi.lg.jp/

　広報あさひは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準
を満たす用紙、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）
フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

データシート

　さわやかな香りと歯触りが特徴のキュウリは、夏の代表的な野菜
の１つです。水分が約９割を占め、カリウムが豊富に含まれるので
利尿作用があります。サラダや漬け物、酢の物などでもさっぱりと
食べられますが、揚げたり炒めたりしてもおいしくいただけます。

VOL.90 キュウリの韓国風炒めもの
①�キュウリは１㎝幅の輪切り、タマネギは厚めにス

ライスしパプリカは５㎜幅に切る。
②�フライパンにごま油を熱して牛ひき肉を炒める。

Ａを加えてさらに炒め、タマネギ、パプリカも加
え炒め合わせる。

③�タマネギが透き通り、パプリカがしんなりしてき
たらキュウリを加えてさっと炒め、Ｂを加えて全
体を混ぜ合せる。

作り方

材料 （４人分）

キュウリ･･････････････ ２本
タマネギ････････････ 1/2個
パプリカ（黄）････････ 1/2個
牛ひき肉････････････ 100ｇ
ごま油････････････ 大さじ１
　赤唐辛子（小口切り）･･ １本
　塩････････････ ひとつまみ
　こしょう････････････ 少々
　しょうゆ･･････ 大さじ１強
　酒････････････ 大さじ１強

問旭市保健推進員協議会（☎63-8766・健康管理課
予防班内）

旭産
おいしく食べよう

簡単・ヘルシーレシピ

A

B

１人分の栄養価　エネルギー134kcal、塩分1.2ｇ

サークル仲
な か

間
ま

vol.16

やりきるチームです。チームが一番に取り組んでいるのは、
体力づくりとサッカーの基礎技術の向上です。みんなでレ
ベルアップしていくために、基礎練習や１対１での攻守練
習などをしています。年間約10大会に参加し、特に飯岡
ＦＣ主催の「しおさいカップ」で、決勝に進出することを目
標にしています。
　年長児から小学生まで男女問わず新入部員を募集してい
ますので、一緒にサッカーを楽しみませんか。

団体スポーツを通じて明るく元気で、最後まで頑張れ
る子どもを育てようと24年前に飯岡ＦＣを結成しま

した。多くの子どもたちがこのチームから巣立ち、就職し
て旭に帰ってきたら練習を手伝いたいと言ってくれる卒業
生たちもいます。サッカーを通じて子どもたちを見守る地
域の輪が育っています。
　東日本大震災後、練習場を確保できずに４年程地元を離
れて練習していたため、部員が減ってしまう大変な時期も
ありました。地元で練習ができる今の環境には感謝してい
ます。
　チームには小学校１年生から６年生まで男女33人が所
属。「自分で限界を作らない」をモットーに諦めず最後まで

市内にあるさまざまなサークルのイキイキとした活動を紹介します。

グラウンドに響く選手たちの声

みんな
が主役

！

サッカーで育む地域の輪 「旭市スポーツ少年団飯岡ＦＣ」

活動場所／�いいおかふれあいスポー
ツ公園

活動日／毎週土・日曜日
　　　　午後１時〜４時

サークルデータ


